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Project 

⑩ 
地域協働専攻 

国際協働グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

口承文芸と現代の地域（３）  

―道南の伝説案内を作成する― 

【メンバー】 [学   生]  山谷 瑠実/工藤 紗樹/長岡 礼穏/坂本 弘美  

                [担当教員]  高橋 修 

【背景】 

過去2年間は、北海道の義経伝説に焦点を当てて調査を行い、義経伝説を解説する資料を作成した。調査

を進めていく中で、義経伝説に限らず、道南の伝説全般に関する資料が集った。また、現地調査を通じて、伝

説のプラス面とマイナス面が見えてきた。  

【目的】 

そこで、本プロジェクトは、道南の伝説についてできるだけ詳しく調査し、伝説一つ一つを分かりやすく紹介・

解説するための小冊子を作成することを目指す。これらの活動を通して、地域にとって伝説がどんな意味を持

つのかを考え、自らの見解をもつことを目的とする。 

【概要】 

先行のプロジェクトで扱ったのは、源義経が東北や北海道、大陸にまで生き延びたとする義経伝説のみだ

った。本プロジェクトでは、道南の伝説全般に範囲を広げて調査を行った。 

まずは、先行プロジェクトの資料や、七飯町の歴史、伝説に触れて、「伝説とはどういうものか？」ということ

を確認した。次に、プロジェクトメンバーで役割分担をしてそれぞれ調査を行った。道南の諸地域への訪問調

査、文献調査、さらに道南の伝説に造詣が深い4名の方へのインタビュー調査を通して、どのような伝説があ

るのか、それぞれの地域にとっての伝説の位置づけはどうか？ということを自分たちなりに検討した。プロジェ

クトの最後には、調査した道南の伝説と、それに関する自分たちの学びをまとめた小冊子を作成した。 

 
【プロセスと成果】 

<前期> 

・七飯町の伝説・歴史の文献調査・発表 

・道南各市町村の伝説に関する文献調査・発表 

・調査地域の役割分担・伝説背景の掘り下げ 

・担当地域ごとの現地調査・報告 

・中間発表準備 

  

<後期> 

・佐々木馨先生をお招きし、お話を伺う。 

・道南の伝説一覧表完成 

・担当地域ごとのインタビュー調査・報告 

・小冊子『道南の伝説探訪』の作成 

・成果発表会の準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

【佐々木馨先生のお話を拝聴している様子】 
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【総括と反省・今後の課題】 

前期は、まず伝説というものに触れるため文献調査を行った。高橋修先生の指導の下、七飯町を初め道南

伝説の概要を大まかに把握したり、メンバー全員で担当箇所を決め、各々要旨をまとめて発表するという活動

を主にしていた。またプロジェクトの最終地点を明確化するべく、昨年度の活動について先輩から具体的なお

話を聞く機会を設けた。前期の締めくくりの活動として、調べた伝説の概要を一覧表にまとめていき、担当地

域を決め現地調査を行った。そこで各地域の伝説背景について詳しく掘り下げ、理解を深めることができた。

しかし、中間発表の時点では最終目標がまだはっきりしておらず、またメンバー同士のコミュニケーションも不

十分であったことが課題として残った。 

後期のはじめには、本学名誉教授である佐々木馨先生をお招きし、道南伝説についてのお話や見解をお

聞きした。一覧表も、伝説一つ一つについて自分なりの考察を書き加えていき、完成させることができた。最終

的には小冊子の作成を目標とし、もう一度担当地域へ赴き、学芸員の方々の協力を得ながら現地調査を進め

ていった。これを経て、伝説が地域にもたらす意味や、なぜ伝説を受け継いでいかなければならないのかを知

ることができた。 

1年間の活動を通して、文献調査をメインとした学び中心の活動が多かったため、プロジェクトの方向性がな

かなか定まらなかったことが反省点として挙げられる。また、常に締切に追われていたので、もっと期限に余

裕を持って行動できれば良かった。一方で、道南伝説に何の縁もゆかりもない地点から、沢山の伝説を知り、

その持つ意味を考えられたのはとても有意義であった。 

今後の課題としては、作成した冊子を用いて、より道南伝説を広める機会を設けることが挙げられるだろう。 

【地域からの評価】 

 

松前町教育委員会の佐藤雄生さんから、作成し

た小冊子に対するご意見をいただいた。 

「古い（入手しがたい）文献を手に入れ、入念に

調べた点が良い」という評価をいただいた。また、

「皆（我々学生）が令和の時代に道南の伝説をまと

め、それを公開したことは、現代の人々が語り継ぐ

ための素地を作ったのではないか」というお言葉も

いただいた。さらに、「伝説を取り上げた市町の位

置図と、地域ごとの伝説の目次があればもっとわ

かりやすくなるのではないか」というアドバイスをい

ただいた。 

 

【その他】 

年間スケジュール 

 
前

期 

4～5月 ・七飯町の伝説・歴史の文献調査・発表 

・道南各市町村の伝説に関する文献調

査・発表 

5～6月 ・調査地域の役割分担・伝説背景の掘り

下げ 

6～7月 ・担当地域ごとの現地調査・報告 

・中間発表準備 

後

期 

10月 ・佐々木馨先生の講話 

・道南の伝説一覧表の完成 
11～12月 ・担当地域ごとに現地調査 

・小冊子作成 

1月 ・成果発表会準備 

・プロジェクト最終成果発表 
2月 ・小冊子の配布 

 


